
月
岡
通
じ
な
か
つ
iJ
道
が
漸
-
開

い
た
の
で
あ
る
と
い

ふ
｡
因
み
に
､
fJ
の
や
う
な
大
軍
は
今
か
ら
甘
五
年
前

に
あ

つ
た
と
の
記
鉄
が
'
春
日
谷
香
六

'
小
甘
榊
の
寺

の
記
蝕
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
｡

(昭
利
十
.i叫
九
月
十
.1
肯

舶
)

安
垂
の
名
勝
二
観
峡
及
由
糸
瀧

(
一
)

+
-;
J

野

定

見

E
次
首P
=

Ji
r
地
形

二
､
池
尻

三
､
名
解
放
低
域

湖
∵

上
段
峡

A
､
弧
状
仙
峡

B
t
瓜
田
鮎
峡

Ct
南
北
艇
鵬

∴
r
二
組
拙

A
t
上
段
搬

B
t
狭
間
峡

Ct
lL
段
聯

D
t
二
純
化
附
妃
の
凡力

三
､
下
位
映
1

南
北
出

峡

川
､
二
組
吊

棉
下流
の
発

I:itL鉾
の
翁
勝
二
放
映
及
山
糸
批

五
､
日
系
統

･山･HJ

と

.
I
n

q
が

1

､

湖

植
物

二

五
､
関
数
的
施
設

縦
穴
一ヽ
ヽ
｣ノ

三
'
瀧

四
､
二
放
映
の
特
色

蕗
文

七
'
参
考
問
沓

緒

言

二
組
峡
は
安
藩
閥
賀
茂
郡
郷
原
及
膳
の
両
村
に
踏
み

tJ黒
瀬
川
の
下
流
に
在
･Ja
O
白
糸
瀧
は
焼
村
白
糸
州
は

懸
み
前
者
の
南
西
二
･
五
肝
に
在
与
.
前
者
は
典
市
の

北
東
約
六
粁
､
頗
村
電
事
交
叉
鮎
よ
み
北
約
四
粁
に
皆

-
自
動
車
の
健
を
有
す
O
余
は
昨
夏
懸
命
は
よ
-
再
度

地
方
人
士
と
共
に
貸
費
の
機
を
稗
た
れ
ば
､
霜
は
之
を

]1(
t

･三
九



地

球

妨
二
十
七
容

錬
し
て
江
捌
譜
壁
の
教
示
を
仲
か
ん
と
す
｡

線

詮

一
､
地

形

安
藩
閥
の
南
東
部
に
在

る

1L
地
塊
は
､
安
塞
賀
茂
及

豊
m
三
郡
は
属
す
る
陸
の
大
牢
部
を
包
含
し
､
南
西

-

北

東及
商
光
-
北
西
方
向
の
荊
直
交
せ
る
断
骨
組
に

て

囲
綬
せ
ら
る
｡
即
ち
湘
野
川
沼
田
州
及
安
薮
郡
の
閣

源

岸
袈
茂
豊
田
両
郡
の
南
梅
枠
に
よ
少
で
略
々
菱
形
の
地

利
を
具
す
｡
此
地
塊
の
中
火
よ
-
少
し
西
方
に
偏
し
､

酌
南
西
-
北
東
方
向
の
断
層
線
に
約
以
黒
潮
川
の
貫
流

す
る
あ
-
て
賀
茂
郡
を
東
西
の
両
部
は
分
つ
｡
西
郷
に

は
小
田
川
(七

一
三
光
)衣
ケ
峯
(八

二

米
)撃

へ
'
東

部
に
は
石
英
斑
岩
の
野
呂
:-
(
九
六

一
光
)
龍
玉
山
雲
際

に
陀
立
し
､
北
方
に
西
棟
盆
地
横
は
ゎ
.
南
方
に
盛
大

川
の
沖
積
地
聴
達
す
｡
盈
瀬
川
は
源
を
賀
茂
郡
兼
志
和

村
並
瀧
等
池
に
聴
L
t
川
上
寺
西
両
村
を
経
て
酉
修
盆

地
を
過
ぎ
-,L
西
修
川
の
名
を
得
｡
御
薗
宇
和
よ
-
郷
関

アヅ
マ
コ

和
は
歪
-
て
藤
堂

束

子

の
腰
湛
む
な
し
｡
坂
城
村
に
入

-
で
左
岸
に
坂
城
川
む
合
せ
､
段
滴
郷
原
両
村
を
流
れ

餅
四
娩

二八二

四
〇

で
薫
粥
川
の
名
を
和
｡
郷
原
戯
両
村
の
噴
射
を
中
心
と

し
て
峡
谷
を
形
成
し
､
蓑
に
所
謂
二
組
峡
の
名
勝
を
覆

す
｡
哲
に
し
て
右
岸
に

山
支
流
白
系
川
を
入
る
'
乙
を

測
れ
ば
所
謂
白
糸
瀧
懸
る
｡
正
に
下
流
は
旗
大
川
と
耕

し
沖
積
地
を
流
れ
て
戯
轡
に
澱
ぐ
'
流
程
凶
十
粁
｡
水

量
は
朝
昏
な
る
も
郷
原
の
二
粥
に
堰
堤
を
設
け
､
川
の

左
岸
は
添
<Lj導
水
集

h
t穿
ち
､
二
組
峡
尾
の
虎
磯
電
所

に
送
水
せ
る
た
め
峡
中
の
減
水
を
見
る
､
さ
れ
ど
増
水

時
に
は
晴
水
滑
々
轟
々
批
大
の
紫
観
を
農
す
｡

二
､
地

質

農
瀬
川
は
花
園
岩
地
に
磯
源
し
､
沖
積
地
の
何
棟
盆

地
を
流
れ
､
郷
托暮
の
洪
積
地
に
入
-
､
更
に
親
潮
郷
原

の
狭
長
沖
積
地
を
流
れ
'
次

い
で
郷
原
僅
少
の
洪
積
地

及
郷
原
頗
両
村
猷
少
の
荘
園
岩
地
を
横
断
す
､
此
花
岡

岩
地
は
二
組
峡
ほ
て
､
節
排
よ
-
磯
達
し
互
に
直
交
し

方
状
節
理
を
量
す
る
所
あ
ら
｡
又
其
組
成
に
粗
密
放
歌

あ
わ
､
馬
に
流
水
の
浸
蝕
を
受
け
､
峡
谷
温
和
観
穴
急

流
捉
淵
等
を
珪
成
し
ー
湛
布
は
二
組
瀧
堂
々
瀧
の
批
観

を
在
す
あ
-
､
搬
穴
に
大
小
甘
五
十
の
崎
形
む
な
す
も



の
あ
ら
で
'
撃
楯
及
凪
卦
上
大
な
る
債
値
を
訟
ひ
｡
二

級
峨
縄
-
れ
ば
此
川
は
窮
の
石
英
斑
岩
地
及
沖
積
地
に

流
下
L
y
梅
に
入
る
｡

三
､
名
柄
及
位
域

二
級
峡
は
二
瀬
の
堰
堤
よ
み
磯
電
肋
下
の
二
級
吊
橋

追

.i
六
六

.L
米

(
十
五
町
愈
)
間
の
峡
谷
を
指
柄
す
｡

此
峡
は
二
級
瀧
よ
み
上
流
と
下
流
と
は
放
て
各
々
.i
段

(
級
)
h
tな
し
'
且
二
組
瀧
は
其
代
表
的
瓦
撃
な
れ
ば
､

其
名
柄
に
因
み
fJ
を
表
し
地
形
と
瀧
名
と
は
よ
-
其
名

h
t得
｡
此
峡
は
上
段
峡
下
段
峡
反
共
間
の
二
組
瀧
の
三

位
域
に
分
ち
'
上
段
峡
は
堰
堤
よ
-
二
級
瀧
頭
迄
､
下

段
峡
は
二
組
瀧
壷
兼
よ
ら
二
級
吊
橋
迄
と
す
｡
郎
上
段

峡
は
上
部
む
弧
状
曲
峡

､
中
部
を
東
西
直
峡
､
F
郷
を

南
北
匪
峡
と
名
づ
け
て
簡
明
に
促
す
O
下
段
峡
も
亦
南

:.叶･.,

北
匪
峡
を
な
す
｡
次
に
二
級
瀧
も
亦
上
段
塔
狭
間
峡
放

下
段
泥
の
三
に
分
つ
｡
郎
此
文
中
の
数
字
は
大
部
賓
敗

を
示
す
▲U
各

課

&
.
上

段

峡

安
熱
の
封
勝
二
紙
状
及
〓
糸
沌

血

峡
は
堰
堤
二
組
瀧
離
間

二

七
九
米
の
長
さ
を
新

し
春
暁
中
の
大
部
を
占
ひ
｡
荘
園
岩
の
河
床
は
低
-
傾

斜
L
t
掃
流
は
所
々
奔
楓
育
淵
を
作
-
､
京
岩
は
所
々

は
横
は
-
､
翫
穴
の
奇
形
を
な
す
も
の
赤
し
.
両
岸
は

練
樹
茂
-
､
水
態
石
容
及
林
和
美
の
鑑
賞
す
べ
p
,79
の

多
L
O
此
峡
の
上
部
は
殊
に
二
価
峡
の
呼
種
あ

わ
｡

A
t
弧

状

曲

峡

堰
堤
｡
石
を

コ
ン
ク
-
-
ほ
て
固
め
河
水
を
堰

き
起

電
の

用に
供
す
'
其
養
3

.1
二
四
米
､
高
さ
及
上

幅
北
ハ

ほ
二

･三
水
'
排
水
開
門
及
水
の
調
節
塘
h
t備
ふ
｡
堰

堤
内
の
左
岸
に
は
自
砂
朗
-
横
は
･Lh
で
散
策
遊
楽
に
通

し
､
匿
に
m
園
に
接
す
る
も
､
右
律
は
流
路
を
な
し
晴

水
漫
々
遊
魚
を
私
め
七
枚
杉
の
練
樹
は
其
上
に
繁
茂
し

左
右
別
典
の
勝
兼
む
表
示
す
｡
熱
水
は
滑
々
流
れ
て
左

岸
の
･構
集
に
通
じ
磯
電
桝
に
Qq
Lる
｡
若
し
流
水
溝
戟
せ

ば
坊
々
堰
堤
を
飛
躍
L
LIJ
廉
潔

一
醇
は
懸
る
の
批
観
を

量
す
｡
此
弧
状
曲
峡
は
長

ru
三
D
二
光
､
其
岩
盤
節
理
賂

々

直
交
牢
襟
す
｡
之
を
北
草
と
歯
車
と
は
介
つ
｡

天
..]

川

.[



地

球

姉

二
十
姦

能
事
｡
流
水
は
東
西
飾
誓

約
以
操
-
岩
盤
の
中
共

を
浸
蝕
し
て
河
道
を
形
成
し
､
霜
は
節
抑
及
其
交
叉
鮎

を
中
心
と
し
て
二
C
個
の
小
机
穴
散
在
し
､
其
生
成
の

初
歩
を

ホ
す
も
の
少
な
か
ら
ず
､其
大
な
る
も
の
も
､種

〇
三

米
､
深
○
由

来
に
過
ぎ
ず
o
次
は
左
石
両
岸
に

峰
つ
岩
盤
は
或
は
凹
凸
或
は
隼
田
或
は
水
平
暦
を
是
し

或
は
長
石
の
分
解
は
よ
-
小
穴
を
穿
ち
で
塵
憩
を
ポ
し

其
節
坪
間
に
は
小
紋
郷
間
等
凱
々
塵
育
し
て
純
色
を
硫

ふ
｡
次
は
流
水
長
-
港

へ
三

言

月
淵
を
形
成
し
､
長

n
百
飴
米
.
幅
二
〇
来
､

洗二
米
o
情
瞭
鋸
ひ
べ
き
の

捜
､
苫

牢
及
白
砂
横
は
-
て
吏
忠

-遍

を
加
ふ
o

有
半
O
流
水
は
晴
々
南
北
‥北
二
十
鹿
西
)節
沖
に
約

3
岩
盤
を
浸
蝕
し
て
河
床
を
蕉
成
し
･
初
は
左
石
両
岸

は
沿
以
二
極
の
流
路
を
な
す
7P
p
後
は
左
韓
の
岩
盤
高

ま
る
ほ
従
ひ
､
胆
1㌢二

確
の
右
岸
流
路
を
取
身
､
綜
々

と
し
て
奔
下
し
'
蓮
は
鮮
魚
淵
に
入
る
0
此
脚
は
長
さ

宵
飴
米
､
幅
入
来
ほ
て
知
慮
形
を
在
す
,
中
は
鰐
魚
頭
ガ
シヲ

岩
春
す
る
は
因
み
名
づ
-
0

以
上
此
故
の
右
岸
は
花
園
岩
壁
は
接
し
て
昔
於
哲
茸

第
四
雛

元
凶

讐

H

相
通
･菅

1
0
左
岸
は
濃
集
を
隔
て
J
田
園
に
接
し
茅
屋

の
鮎
在
を
望
み
､
次
い
で
枚
林
叉
野
茂
し
翠
紋
豚
は
滴

ら
ん
と
す
る
も
の
あ
き
O

B
､
来

西

直

峡

花
園
岩
は
大
石
英
粒
多
-
､
馬
は
白
色
濫

蒜

､
岩

盤
は
約
束
閥
及
南
北
の
嗣
節
即
を
有
し
､
河
床
は
兼
柑

節
即
の
水
蝕
に
よ
み
て
略
ヱ

低
級
は
尭
相
は
形
成
せ

ら
る
.
其
長
三

二

九
米
｡
之
を
湘
淵
'
堂
々
瀧
､
堂

々
淵
の
三
部
は
分
つ
｡

ィ
､
瀬
淵
部
｡
此
部
は
岩
盤
及
流
石
多
-
､
岩
盤
は

右
岸
は
高
-
水
平
暦
を
夜
す
所
多
く

流
石
は
左
岸
は

近
-
存
在
す
｡
流
水
は
兼
酉
､
及
南
北
の
爾
節
排
を
浸

蝕
し
て
縦
横
の
方
向
を
取
･Q
で
奔
瀬
を
覆
し
,
又
所
々

小
淵
h
.作
る
.
此
勝
且蒜

階
段
的
ほ
漸
次
低
く
出
現
し

凍
る
｡
又
岩
盤
中
に
は
多
-
の
靴
穴
生
成
し
て
奇
観
を

農
す
｡

節
穴
｡
節
坪
の

.L
郵
又
は
節
桝
の
交
叉
郵
水
蝕
の
た

め
柏
固
形
叉
は
固
形
の
穴
を
作
る
も
の
､
此
栄
は
磯
砂

A
-
流
水
の
力
め
栂
拝
む
受
け
つ
J
あ
る
も
の
あ
-
I



父
花
梅
岩
は
成
分
粗
密
同

一
夜
ら
ざ
る
満
水
蝕
に
ょ
-

穴
を
作
れ
る
も
の
あ
-
｡
此
等
の
軌
穴
に
は
e
L戒
の
順

序
を
示
す
も
の
'
諸
種

の
形
態
数
量
す
る
も
の
あ
ら
｡

垂
底
的
に
見
て
其
大
な
る
も
の
に
､

中
日
形
(
品
種
〇
･

七
光
'
短
種
O
｡六
米
､
深
0
･入
来
'
半
ば
欠
損
)
皿

形
(匿
種
〇
･四
米
'
捉
〇
･
一
米
)
あ
-
｡
次
に
水
平
的

は
見
て
穴
線
形
の
大
な
る
も
の
は
'
塞
形
(養
種

一
光
､

無
種
C
･八
.1<
兼
'
泥
〇
･
六
六
米
)'藍
饗
形
(長
種
〇
･

四
米
'
無
雑
○
∴
ニ
米
､
操
〇
･入
来
)
'
徳
利
形
(
長
種

二
米
､
無
雑

<i
光
､
操
二
｡
二
米
)､
靴
形
(養
種
二
二

米
､
無
雑

一
米
.
僅
0
.九
米
'
底
は
砂
石
を
桝
ひ
)等

あ
-
て
水
を
渥
ゆ
｡

傭
淵
｡
湖
北
の
飾
排
間
粍
-
流
水
に
浸
蝕
さ
れ
､
澱

深
二
｡立
米
､紺
碧
静
寂
の
少
淵
を
な
す
｡
体
説
に
よ
れ

ば
'
+;
骨
大
水
は
淵
左
岸
の
畑
地

崩
壊
に
源
す
'
之
を

防
無
し
て
此
淵
に
溺
死
せ
し
人
あ
-
､
依
で
か
-
基
づ

-
と
.
此
淵
に
近
さ
岩
面
に
は
波
状
の
割
振
を
留
め
蓮

井
の
琳
状
を
な
し
頗
る
奇
観
を
量
す
る
も
の
あ
-
0

婁
之
此
部
は
醐
淵
槻
穴
岩
石
蓑
等
の
河
床
兼
に
其
特

滋
難
の
朝
勝
二
放
映
及
･;
糸
瀧

色
を
有
し
0

右
枠
は
水
平
層
の
岩
壁
高
-
創
立
し
､
翠

松
は
之
に
接

し
て
茂
-
｡
左
岸
は
溝
渠
を
隔
て
J
.i部

岩
壁
の
突
出
を
見
る
79
､
大
部
は
松
粗
密
著
わ
-
0

p
t
堂
々
瀧
｡
瀧
銅
の
岩
盤
は

一
般
に
高
-
河
床
に

堰
堤
状
に
横
は
b
t
左
岸
五

･
正
米
間
の
低
邦
に
僕
に

水
路
を
通
ず
'
基
に

1
立
岩
あ
-
湛
水
二
分
流
す
｡

一

は
略
々
開
北
(北
十
度
束
節
理
の
方
向
)
に
流
れ
懸
ら
第

.i
段
幕
を
を
L
t
忽
ほ
し
で
略
々
来
西

(
北
八
十
度
西

箇
州
の
方
向
)
に
輯
流
し
'
暫
-
し
て
再
び
略
々
摘
北

に
流
れ
照
ら
姉
二
段
曝
む
な
す
'
以
上
の
両
促
は
rJ
れ

左
漏
夜
-
､
其
水
路
は
焼
-
泥
-
校
地
を
受
-
る
所
あ

-
｡
他
の

-i
は
略
々
東
西
の
方
向
を
取
-
右
岸
ほ
流
れ

懸
る
t
rJ
れ
右
渥
夜
-
｡
其
中
途
に
於
て
北
三
十
度
束

1
南
三
十
鹿
西
の
方
向

に
分
流
し
懸
-

左堪
り1
の
第
二

段
藩
に
合
す
る
中
潰
あ
-
｡
左
右
開
梶
は
濠
に
相
接
近

し
胡
散
び
右
枠
に
偏
す
る
瀧
寵
に
投
ず
｡
さ
れ
ば
此
梶

は
正
面
温
上
下
二
段
三
櫨
は
懸
-
'
節
排
に
滑
以
錐
成

凝
塊
す
｡
幅

-i
正
米
､
高
さ
九

･
正
米
(
斜
高
三
三
光
)

堂
々
暁
貌
飛
下
蹴
る
批
観
h
t為
す
'
故
に
此
名
あ
ら
｡

]
天
端

凹
三



地

抹

節

二
十
七

怨

節
凹
雛

天

ふハ

四
円

右
枠
は
近
さ
河
床
岩
に
剖
痕
h
t私
め
'
霊

晶

の
存

在
及
廃
港
を
立
澄
し
得
｡
又
瀧
の
岩
両
に
は
闘
犬
の
赤

ず
る
も
の
多
く

垂
正
的
ほ
兄
で
箕
形
(
空

∴
嘉

､

捕
,=
入

来
､
搾
?
E
I十九
米
)
の
7P
の
｡
水
平
的
は
見

て
粕
桝
形
(長
押
C
･三
米
､
短
種
?

二
七
米
,
捉
?

三
水
､
底
は
砂
塵
あ
ら
､
外
に
長
裡
及
操
典
竺

二
1

米
七
厘
種
?

九
米
)､
固
形
(
寓
種
?

二
四
米
･
操

∵

一
光
､
底
は
糠
砂
)
等
の
7P
の
あ
-
0

泥
水
多

き
岬
は
左
泥
中
温
灸
-
(
=
し
三

櫨
と
な
み

激
流
僧
坊

喧
題
頗
る
蒙
肝
を
棲
む
｡

瀧
壷
｡
長
n
讐

ハ
米
､
幅
焼

き
所
二
〇
米
,
操
二
米

ほ
て
長

さ
も
操
か
ら
ず
｡
湛
水

飛
躍
自
沫
四
散
の
勝
兼

を
翫
質

し
得
｡

観
望
所
｡
乙
は
靴
頭
両
津
の
芭

石
上
及
懸
曝
正
樹
の

砂
地
を
以
で
最
と
す
､
前
者
は
部
分
的
小
親
は
過
し
､

後
者
は
岩
段
'
縦
横
の
節
州
及
共
闘
に
懸
る
左
申
右
の

三
髄
を
大
観
し
程
｡

'1
.
堂
々
淵
｡
瀧
壷
の
水
は
右
岸
は
約
以
悠
々
緩
々

流
れ
去
-
細
長
の
瀞
淵
む
な
す
0
其
中
に
洗
大
の
茶
釜
カ
シ
ス

岩
陀
立
す
t
rJ
は
略
々
正
方
形
の
花
岡
岩
は
三
向
n
TTT

玉
来
あ
-
｡
左
岸
は
白
砂
相
通
を
-,L
､
之
は
縛
-
青
松

と
潜
流
と
の
間
は
挟
ま
れ
'
堂
々
瀧
の
雄
姿
を
挑
ひ
る

の
地
所
ね
-,tO
批
親
の
動
嘉

は
次
ぎ
拷
問
を
展
開
す
.

此
淵
の
露
-
る
所
､
右
岸
に
手
洗
川
の
締
流
を
容
る
｡

堂
々
瀧
及
淵
の
左
右
両
岸
は
亦
翠
枚
埜

止
し
て
河
床

蔀
を
装
飾
す
｡C､
南

北

直

峡

右
岸
手
洗
州
〓
よ
旦

1級
瀧
軸
は
覚
る
峡
谷
は
三

共
長
n
五
滋
八
米
は
逢
し
､
東
映
申
政
義
の
地
域
に
属

す
｡
河
床
は
漸
次
低
下
し
菩

石
潮
淵
闘
犬
の
見
る
べ
き

も
の
あ

-
｡
南
岸
の
大
部
は
岩
壁
時
ち
､
之
は
辿
な
る

樹
林
は
菊
酸
と
し
ヱ
向
-
肇

へ
､
史
は
幽
蓬
の
悲
観
を

添
ふ
｡

ィ
､
上
岩
瀬
､
岩
淵
'
節
穴
｡

堂
々
淵
轟

き
峡
底
傾

き
､鉱
は
岩
盤
放
流
岩
縦
横
に
舶
並
i<LJ
､流
水
之
は
激
し

之
を
酒
-
之
を
匙

へ
､
轟
々
忠
敬
を
成
し
小
海
の
懸
る

ほ
似
た
る
も
の
あ
-
､
之
h
t上
岩
瀬
と
名
づ
-
O
次
は

之
に
接
し
此
岩
瀬
と
嘉
川打
沈
と
の
間
は
中
の
島
あ
-
､



捕
水
は
同
種
ru机
､
常
磐
蟹
立
し
育
粗
秀
で
柳
粗
珪
育

し
て

?
奇
観
を
な
す
O
之
は
次
ぎ
岩
淵
あ
-
､
其
上
付

は
流
石
な
る
も
'
他
は
悉
-
岩
盤
に
固
ま
れ
､
清
澄
鋸

の
如
-
遊
魚
を
見
る
も
､
抑
形
大
な
ら
ず
｡
共
用
の
岩

盤
に
は
闘
犬
十
四
桐
を
数
ふ
｡
水
平
的
に
見

て固
形
､

部
形
'
掩
樹
形

(走
種
〇
･九
七
光
'
短
種
〇

･七
米
､

操
〇
･五
関
北
)
｡
垂
此
的
に
見
て
漏
斗
形
(長
押
〇
･五

一
米
､
知
種

〇
･四
米
'
底
揮
〇
二

玄
米
､
沫
〇
･入
来
)

等
あ
ら
｡
此
淵
右
岸
の
大
岩

に
水
平
的
に
見

て
楯
岡
形

(
長
種

〇
･八
五
米
､
知
種

0
∴
ハ
三
光
､
底
跳
波
す
)等
あ

わ
O
前
記
左
岸
流
は
岩
淵
の
下
方
に
.yJ本
流
に
合

す
｡

ロ
､
長
瀬
｡前
党
に
頂
き
岩
盤
は
高
-
右
枠
に
時
ち
ー

流
岩
は
左
岸
に
堆
積
し
て
奇
形
怪
状
む
基
し
､
捕
水
滑

々
其
中
央
を
流
れ
､
或
は
岩
に
激
し
て
小
猫
を
作
-
､

或
は
瀞
み
て
小
淵
を
作
る
｡
叉
岩
盤
の
軌
火
ほ
は
'
水

平
的
は
見
て
楯
固
形
(義
雄

.i
三

光
'
短
縛
り
･九
米
)

及
小
固
形

等数
個
あ
-
｡
此
貴
は
絶
て
前
灘
に
労
邦
す

る
も
P
珊
々
小
な
る
の
櫨
あ
-
､
さ
れ
ど
講
堂
よ
-
調

和
を
保
つ
の
瓢
に
於
で
特
色
を
有
す
｡
偶
此
瀬
の
右
岸

城
跡
㌫

令
勝
二
雑
炊
及
白
糸
拙

ほ
は
掛
燭
所
々
に
撫
育
し
て
花
時
戟
ハ瓶
h
l加
ふ

0
輝
之

此
瀬
は
玉
岩
淵
細
及
槻
穴
の
峡
谷
美
を
有
す
｡

ハ
､
長
淵
｡
両
岸
は
岩
盤
磯
通
し
'
淵
は
其
中
に
在

-
｡
長
潮
の
流
水
之
に
渦
巻
F
J紳
輔
の
瀞
を
な
す
所
あ

-
｡

義
ru
六
〇
米
､
幅

山
二
米
､
泥
.〇

∴
ハ
米
'
長
さ

に
ょ
-
名
づ
-
O
岩
面
に
は
岩
枚
の
珪
育
せ
る
も
の
あ

-
､
淵
末
に
は
亦
闘
穴
赤
し
水
平
的
の
楕
固
形
図
形
の

も
の
を
見
る
｡

こ
､
見
返
り
の
瀬
及
淵
｡

基
淵
の
下
､
左
=.川
に
は
岩

盤
高
-
(
軌
火
二
個
を
含
む
〕
右
岸
に
は
流
石
横
は
る
､

轡
に
し
て
両
岸
の
岩
盤
其
高
rJ
h
t樹
L
t
左
岸
に
岩
段

三
(
闘
穴

.L
榊
を
(～;
む
)
を
静
め
'
自
水
沫
々
其
申
む
流

れ
て
奔
澱
む
作
る
､
こ
h
l見
返
-
の
瀬
と
名
づ
-
O
之
に

次
ぎ
見
逸
ら
の
淵
あ
-
､
長
rJ七
五
米
p
幅

7i
四
米
､

泥

∵

二
光
あ
-
､淵
内
に
は
正
岩
横
は
-
飛
石
の
奇
観

を
量
す
｡

ホ
､
下
皆
瀬
'
鏡
淵
｡
見
返
-
の
淵
謂
-
る
や
.
川

床
に
は
大
流
岩
野
し
-
七
両
･:.1L
に
は
岩
盤
表
は
れ
､
所

々
判
痕
を
刺
し
'
流
水
は
岩
に
激
し
岩
を
噛
み
魚
苗
奔

宍

七

叫

.i



節 -･問 下-ff･L'削肘近の縦穴が

節

二
十
七
雀

榊
を
な
す
､
下
川か
洲
と
糸
づ
-
｡

岩
礁
土
に
似
穴
多
し

節

円

妹

六
八

四

･:(

碑
LEJ
的
に
見
て
､
小
搬
形

(i;;
神
目
∴

1.j
水
'
稚
い
･

..hi_叫
米
)､
臼
形
(並

絹
C
･.ZTJ米'
如
稚
C
･
四
混
米
'

稚
い
･
`
入
来
)等
あ

-
｡水
平
的
に
見
て
､
帽
子
形
､

蛤
形
'
凪
.H
釜
形
(.iB
杓

∵

二
光
'
如
稚
ll
水
､
粍

一
･

七
米
'
底

に

妙
趣
あ
-
)'
退
桝
形

('iB
稚
二
水
､
知
稚

C
･六

八
米
'
粍

∵
七
光
､
底
に
砂
礎
あ
-
)､
瓜
形
(

滋
稚

∵

1.1J
米
'
知
稚

∵

二
jj
米
､
雅

∵

二
元

､
底
に

相
磯
あ
-
)
､
川
形
(
桝
稚

1
･1.<
米
'
底
に
秒
磯
満
つ
)

等
あ
-
､
人
な
る
授
式
的
の
も
の
多
し
｡
右
:.圧
に
は
･&-

il
t流
水
に

..B
r
Jれ
坊
･:Jl
状
を
な
せ
る
川
あ
-
｡
･3
榔
拭

朗
々
に
%
.育
し
て
花
季
共
美
h
.飾
る
あ
-
O
父

左
右
舶

:-41L
に
約
-
松
零
は
牌
に
滴
ら
人
と
し
七
樹
林
の
=･rILi軌
を

加
ふ
0
鏡
淵
は
前
者
に
接
す
る
派
抑
ほ
て
'
〓
水
折
々
之
に

渦
怨
-
.
右
…げ
は
斯
…圧
高
-
肇

へ
､
鉄
柵
は
火
に
Tt==
-

共
卜
に
柁
-
て
細

I
4に
投
影
し
紺
幻
h
l加

へ
幽
遥
閑
雅

平
静
鏡
面
の
如
し
故
に
名
づ
-
O
衣
rJM
七
氷
'
帖

Jl

.二
米
､
派

.
∴
;

米
｡

へ
､

小

潮
及
小

淵
｡
鎚
紺
の
水
は
右
….i
の
山か
糊
を

縫



以
掠
々
流
れ
て
小
潮
を
な
し
小
鞘
に
入
る
｡
鞘
の
左
岸

に
は
大
岩
就
籍
は
る
｡

ト
P
上
段
峡
の
概
括
｡
此
域
は

一
山
峡
､
二
低
峡
よ

り
成
-
｡
曲
峡
の
北
車
に
は
多
-
の
小
鞘
穴
と
三
日
月

淵
芳
し
.
南
中
に
は
鰐
魚
淵
あ
ら
｡
次
に
莱
曲
直
峡
は

湘
淵
堂
々
瀧
及
淵
の
三
態
を
な
し
'
前
者
に
は
大
小
闘

犬
の
奇
形
を
な
す
も
の
多
-
､
中
老
は
此
域
動
的
批
観
､

後
者
は
静
的
清
閑
の
白
眉
を
な
す
｡
次
に
南
北
匿
峡
に

は
.
上
岩
瀬
及
岩
淵
､
長
潮
及
長
淵
､
見
過
-
の
瀬
及

淵
､
下
岩
瀬
及
鋸
淵
等
の
瀬
淵
あ
-
で
動
静
の
蓮
糖
を

示
し
､
大
小
各
種
樺
式
的
槻
穴
の
存
す
る
も
の
あ
わ
｡

各
々
其
特
色
を
敦
現
す
｡

二
､
二

級

瀧

比
は
花
梅
岩
の
正
面
梶
に
て
上
段
捉
下
段
藩
の
二
に

分
れ
､
前
者
は
初
紐
牝
'
後
光
鞘
の
方
向
に
､
後
者
は
ハザ
t･

北
西
-
摘
兼
の
方
向
に
懸
る
｡
荷
両
者
の
中
間
に
狭

間

峡
あ
ら
.
此
城
は
曲
峡
に
て
長
さ

一
九
三
光
に
越
す
｡

A
､
L

段

罷

金
河
床
の
大
岩
盤
は
左
岸
敢
低
'
漸
次
右
岸
に
向
山

･:廿
轟

の
銘
肝
二
親
峡
及
JH
系
統

姉

二

間

二

組

三
向
-
'
史
に
右
岸
に

一
凹

所

あ

-

｡

基

節

排

は

概

ね

南
北
及
東
西
堅
ポ

し

て
些

父
L

t

左

岸

の

低

所

に

瀧

懸

る
｡
其
瀧
頭
を

見

る

ほ
'
上

段

峡

政

経

小

淵

の

水

'

溌

下
し
て
左
岸

に

向

ひ

1
小
礎

を

な

す

､

rJ
れ

初

藩

に

て

高
さ
四
米

あ

-

｡

此

瀧

頭

に

は

観

穴

十

欄

春

L

t

大

在

る
も
の
多

-

､

水

平

的

に
見

て

､

瓢

形

(
長

種

二

三

米

､

天

九

四
七



地

球

姉

二
十
七
億

知
稚

41
･
'ニ
米
､
派
.f
･正
米
)
､
催
席
薯
形
其
他
棟
式
的

の
も
の
多
-

.,
溝
板
を
_t

tす
｡
此
初
鵜
等
の
水
､
作
-

流
れ
て
左
:Jii
の
低
所
に
港
瀧
を
作
る
｡

イ
'
霧
瀧
｡
二
段
漣
と
な
す
O
瀧
頭
よ
り
其
構
法
と

眼

下
す
る
に
､
其
岩
石
は
略
々
南
北

(
北
十
度
水
)
級

加
西
(
北
八
十
度
光
)
i〝
向
の
佃
飾
珊
を
和
し
'
瀧
は
岩

姉
川
擁

完
0

円
<

ポ
鑓
水
の
た
め
佃
北
都
珊
問
に
任
じ
､
束
西
飾
珊
両
に

鮮
-
､
川
謂
〃
肌
飾
珊
問
に
在
も
｡
減
水
時
は
港
水
二

燦
に
其
鵬
端
に
懸

･｡
常
々

11
大
観
穴
に
飛
射
す
､
rJ
小

節

..
碓
な
ら
O
次
に
此
水
帯
び

一
棟
に
飛
下
し

て父
4'

大
縦
穴
(
稚
二
水
)
に
激
射
す
､
こ
れ
第
二
搬
tt

b｡
攻

に
此
水
三
た
び

.1
燦
に
飛
躍
し
轟

々

ハ
タ
ゴ
淵
に
渦
巻

新王.I司 '&瀧 及 ノ･jtゴ淵 (di-よIJ.qy_i;節椎
と胡蝶とを謎t.･)

-
'
こ
れ
妨
三
溝
な
み
｡
本
港
の
捜
高
十

米
､
帖
..<
米
｡
Jd
に
此
確
jE
絹
の
岩
鴨

(

載
菅
岩
)
よ
-
仰
視
す
る
に
､
瀧
の
節

.I
段

は
斜
に
､
祈
二
段
は
そ
れ
と
杖
封
の
斜
に

節
二
段
は
殆

人
ど
垂
れ
に
'
即
ち
呑
鰻
は

/

｢

状
に
怒
ら
'
派
淵
ーこ
弁
膿
L
H
壇
漠

々
岸
を
作
ず
故
に
此
名
あ
ゎ
｡
英
貨
.33
は

名
勝
三
段
瀧
を
鯨
寄
せ
し
溌
軌
を
和
す
｡

裾
水
時
凍
れ
ば
水
勢
描
々

｣
段

一
棟
の
滋

砧
和
に
礎
化
し
雄
批
h
l壊
U
｡
･;
此
漣
の

鵬
･:ii
i51.に
は
何

々
剖

蝦

父

は
縦
穴
欠
損

の
#
水
を
見
る
t
rJ
は
父
昔
時
の
河
味
を



表
は
し
､
流
水
の
下
方
浸
蝕
と
瀧
の
退
却
と
を
立
龍
し

其
埋
蓬
を
語
る
も
の
な
-
O
現
今
は
批
年
期
の
秀
蔀
は

属
す
｡

ハ
タ
.TT

ロ
､
∧
タ
+.Fq
淵
O
放

散

は
昔
馬
の
飼
料
を
盛
る
旅
行

用
の
寵
ほ
て
､
rJ
れ
ほ
似
た
る
よ
-
名
づ
け
し
か
｡
略

々
平
行
せ
る
南
北
及
東
西
の
方
状
飾
排
問
に
珪
成
せ
る

搾
淵
ほ
て
､
南
北
に
長
-
梯
形
状
に
似
た
み
､
教
養
の

光
速

一
入
米
.
最
小
の
北
橘
立
米
'
浬
八
･六
米
に
通
す
｡

減
水
時
に
放
て
草
は
白
濁
草
は
育
藍
'
動
静
の
繭
態
を

兼
備
す
る
も
､
増
水
時
に
は
悉
-
口
渇
飛
躍
の
批
観
を

量
す
｡
'1
､

渦
瀧
.
渦
淵
､
龍
の
口
'
男
瀧
｡
此
等
の
勝
灘

は
何
れ
も
水
淀
の
た
め
東
西
の
方
状
飾
糾
問
に
珪
成
せ

る
も
の
に
屈
す
o

渦
瀧
｡

'1
ク
ゴ
淵
の
水
流
れ
て
南
北
の
飾
排
而
ほ
懸

る
.
其
面
の

両
税
は
二
極
と
な
-
､
九
米
を
飛
下
し
て

瀧

々
綜
々
瀧
藷
に
注
ぐ
｡
rJ
は
大
槻
穴
ほ
て
長
種
五

･

正
光
p
無
雑
四

｡
正
米
､
泥
八
東
に
逢
し
､
凄
蒼
胡
散

悪
ふ
す
O滋

劫

の
銘
勝
二
級
峡
及
白
糸
拙

渦
淵
o
前
の
瀧
壷
に
接
し
瓢
潤
む
な
す
｡

大
水
時
渦

旋
を
豊
-
の
奇
観
数
量
す
る
に
囚
-
此
名
あ
-
､
養
r
J

山
二
光
､
幅
五
来
､
こ
れ
本
焼
敢
大
形
登
囲
稀
有
の
大

瓶
大
在
-
0

此
淵
及
渦
瀧
蔑
直
上
の
高
さ
左
右
両
岸
は
大
判
痕
あ

-
'
又
此
淵
の
低
さ
左
岸
は
三
大
闘
犬
の
欠
残
存
す
る

を
見
れ
ば
'
基
赤
流
水
の
下
方
浸
蝕
及
瀧
の
退
却
h
l想

起
せ
し
ひ
｡

龍
の
口
｡
網
棚
の
水
は
岩
穴
所
謂
龍
の
口
を
突
出
し

男
瀧
と
し
て
懸
る
｡
龍
の
日
は
ヒ
サ
ケ
ノ
日
と
も

い
ふ

也樋

(飾
球
)
の
裂
け
し
日
の
意
ほ
て
'
水
平
面
と
三
十
度

の
傾
角
を
有
す
る
節
排
は
浸
水
作
用
に
よ
少
横
の
駈
穴

を
成
し
'
略
々
五
角
形
数

量
す
.
其
穴
直
上
の
大
岩
は

小
天
然
橋
ほ
て
､
其
長
さ

六
｡七
米
'
高
ru
四
･七
光
'

幅
三

二

1四
来
あ
わ
｡
此
横
瓶
穴
及
小
天
然
桁
は
資
に

金
岡
稀
有
の
奇
観
ね
-
0

男
瀧
｡
龍
の
〓
逃
川
の
流
水

一
様
に
南
北
節
川
面
に

懸
る
｡
幅
三
三

四
米
'
高
さ
七
三
一光
'
白
水
粒
々
一

弾
は
飛
下
し
頻
る
勇
揮
批
観

紅
梅

む
｡
其
瀧
壷
は
相
聞

完

]

出
九



地

政

節
二
十
七
谷

形
を
な
し
､
長
押
四
五
米
.
短
種
四
三
米
'
白
沫
沸
騰

堂
々
的
近
ほ
轟
-
.
樹
氷
時
に
は
流
砂
其
牢
を
挑
む
0

銅
此
淵
に
は
右
岸
は
千
里
穴
と
栴
す
る
洞
窟
あ

-
p
入

口
独

さ
も
内
部
は
焼
-
促
し
と
云
ふ
.

以
上

ハ
の
秀
丑
は
近
-
渦
瀧
頭
及
小
天
飴
桁
上
よ
さ

逮
-
男
湖
東
西
方
の
高
所
ま
わ
眺
望
し
程
｡
樹
氷
時
に

は
渦
瀧
は

一
櫨
に
脚
-
'
其
瀧
恵
と
渦
淵
と
を
食

1
し

て
大
桐
旋
を
塞
き
､
叉
小
天
飴
櫓
を
超

へ
男
瀧
轟
に
大

渦
を
巻
き
大
偉
観
を
量
す
と
云
ふ
o

こ
､
大
水
時
懸
濃
｡

若
し
表
れ
大
雨
至
-
川
は
満
水

せ
ば
'
渥
頭
右
岸
の
凹
部
常
澄
の
鼻
に
溢
水
し
て
男
瀧

淵
は
落
下
し
'
鼓
は

1
の
自
温
懸
-,h
批
観
を
毒
す
｡

か

-
せ
ば
此
渥
及
前
記
の
渚
梶
に
固
ま
れ
三

の
中
島
を

形
成
す
る
に
薫
る
p
,J
れ
所
謂
上
中
島
を
わ
0

ホ
'
上
申
島
｡

乙は
大
我
園
岩
塊
な
る
が
､
高
所
は

僕
に
平
川
面

を
有

す
る
外
は
傾
斜
面
を
な
す
'
面
上
の

節
班
間
に
は
所
々
傍
審
た
る
給
料
の
蕪
寄
せ
る
あ
-
て

其
純
色
は
白
岩
に
封
戚
し
て
蓑
観
む
添
ふ
､
此
岩
塊
は

之
む
躍
る
瀧
淵
の
観
望
に
適
す
0

節
凹
班

克
二

光
O

へ
'
概
括
｡
上
段
塔
は
南
北
及
束
西
の
方
向

を
取
か

方
状
節
理
間
は
形
成
L
t
初
湯
霧
傭
渦
鶴
男
瀧

の
四
温

ほ
て

高
三

二
〇
兼
飴
｡
叉
翫
穴
に
渦
瀧
喪
渦
淵
龍
の

口
の
大
在
る
も
の
あ

わ
'
就
中
渦
淵
は
大

き
は
於
y
p

龍
の
口
は
横
た
る
は

於
て

金
閣
稀
有

の
も
の
に
属

す
｡
荷
瀧
頭
に
は
標
式
的
翫
穴
多
く
春
す
｡

3
'
狭

間

峡

男
瀧
嶺
の
未
よ
-
岩
盤
及
流
岩
多
-
出
現
L
t
川
床

急
に
傾
き
流
水
は
其
宜
岩
を
潜
-
之
を
超

へ
で
小
瀧
を

作
-
峡
尾
(
所
謂
岩
鼻

)に
至
る

.此
三
三
米
問
を
狭
間

峡
と
科
す
｡
rJ
は
上
下
爾
段
藩
の
間
に
荘
-
七
本
峡
中

の
敢
狭
部
を
な
す
に
ょ
み
名
づ
-
｡
其
流
岩
に
陳
穴
魂

蟻
を
見
る
は
､
上
段
梶
等
上
流
岩
盤
の
翫
穴
を
含

む
も

の
が
流
水
は
破
壊
流
樽
せ
L
に
由
る
｡
峡
尾
に
近

さ
岩

盤
に
は
隙
大
胡
群
が
-
其
数
十
数
個
､
其
形
の
美

且
大

在
る
79
の
七
.
俳
産
七
洞
と
栴
す
｡
垂
直
的
に
見
て
'

臼
形

(
長
握
二
光
､
短
種

㌻

六
米
'
泥
三
米
)
の
も
の

ぁ
少
O
水
平
的
に
見
て
､
卵
形
(点
種

㌻

二
光
､
短
裡

t
米
'
操
二
米
)
､
固

形(匿
種
C
･七
米
､
泥

一
三

米



バ
ー
-
形
､
掩
廟
形
(
長
種
二
光
､
短
種

㌻

二
光
､
搾

∵
玄
米
､
底
は
砂
磯
あ
-
)等
概
ね
療
式
的
の
も
の
は

属
す
｡
就
中
敢
下
の
も
の
は
潜
龍
洞
と
て
自
龍
潜
み
下

流
の
芳
ケ
淵
は
迫
ず
る
俺
数
あ
る
も
の
け

て､
嘗
て
其

操
四
米
迄
測
-
稗
其
以
下
未
知
数
な
-
L
r
Jと
あ
り
､

金
等
の
薯
査
時
は
砂
磯
に
現
れ
異
操
を
測
-
程
ざ
-
L

を
憾
む
｡
此
峡
の
左
岸
は
男
瀧
の
懸
る
南
北
節
排
何
を

現
は
す
も
'
岩
鼻
に
虻
-
ほ
従
以
西
に
梱
れ
､
岩
鼻
ほ

て
は
北
西
の
節
班
を
な
し
屈
曲
L
t
rJ
の
方
向
に
女
瀧

を懸
-
0

C
､
下

段

泥

イ
'
敦
瀧
｡
上
下
二
段
に
凝
る
故
に
狭
義
の
二
枚
瀧

と
も
云
ふ
､
叉
備
珪
瀧
と
も
云
ふ
｡
こ
れ
赤
帽
々
東
西

の
飾
排
耐
に
懸
る
｡

上
瀧
｡
岩
鼻
の
後
方
よ
ら
両
分
せ
る
流
水
は
破
損
せ

る
幅

.I
三
光
の
東
西
節
珊
面
の
両
端
の
低
所
に
贈
る
｡

其
二
瞳
鎚
の
高
各
々
二

1,
米
に
達
し
鶴
水
滑
々
段
々
鼎

北
ハほ
姉

一
瀧
壷
に
飛
下
す
｡
rJ
は
操
か
ら
ざ
る
7g
其
中

に
二
相
の
靴
大
林
す
｡

攻
淋
㌫

薪
勝
二
純
峡
及
･;
系
統

下
瀧
0
第

l
瀧
車
の
水
は

一
様
は
流
れ
y
尭
相
称
川
面

は
懸
わ
､
侃
々
某
々
飛
躍
し
､
港
は
節
二
の
保
淵
に
入

る
､
其
高
さ
二
二
光
は
達
し
､
上
流
の
高
さ
を
合
せ
ば

四
三
米
ほ
て
'
名
勝
三
段
峡
の
代
表
三
段
瀧
の
三
〇
光

を
超
ゆ
｡
上
下
雨
湖
北
ハほ
到
肢
の
多
数
を
認
む
｡

第
二
瀧
壷
｡
大
固
形
､
直
種
三
三
米
p
操
玉
来
に
達

す
る
碧
滞
｡
湛
水
の
投
ず
る
所
､
臼
砲
忠
勝
'
水
煙
淡

々
'
白
水
の
飛
梶
と
相
待
ち

一
大
偉
観
を
量
す
｡
此
淵

の
用
殊
に
英
夫
蓮
に
は
流
岩
岩
盤
層
々
利
並
ぶ
､
就
中

雨
乞
岩
(所
両
に
用
ふ
)
上
は
此
正
面
温
観
望
の
敢
適
所

な
り
｡
叉
此
淵
の
両
方
に
瓦
岩
親
瀧
塞
あ
-
'
遊
亦
観

望
の
適
所
な
-
0

増
水
時
に
上
瀧
に
於
で
は
､
流
水
悉
-
岩
鼻
を
蔽
払

白
綿
の

一
番
に
落
下
す
る
が
如
-
､
其
低
所
は
殊
に
連

結
し
て
之
を
線
-
用
す
け
似
た
ら
｡

姉

1
瀧
東
の
猛
撃

は
自
綿
悉
-
沸
騰
す
る
に
労
粥
た
-
O

次
に
下
流
に
於

ては
､
白
袖
壁
に
焼
-
飛
下
し
て
操
樺
に
跳
躍
如
旋
堆

積す
る
の
壮
観
を
豊
す
｡
叉
湛
萄
轟
々
滑
々
山
谷
に
響

き
波
-
宵
雷
の

一
帝
に
下
る
が
如
し
｡

克

三

茄

-i



地

球

〟.1
ニ
ト
七
樫

P′/
l

p

t
大
鹿
時
の
懸
藩
.
大
桶
杢
-
上
段
泥
に
満
水
せ

ば
溢
水
は

バ
ク
ゴ
淵
よ
り
拍
万
の
閏
郷
む
遇

へ
所
謂
自

瀧
と
な
-
'
轟

々
下
瀧
第
二
耽
壷
の

一
隅
に
注
ぐ
､
為

に
之
と
洞
瀧
男
瀧
狭
間
峡
下
段
泥
と
は
園
せ
れ
米

山
の

中
高
女
形
成
す
｡
こ
れ
所
謂
下
中
島
な
ゎ
｡

小
､
下
甲
鳥
｡
,J
は
三
斜
面

を

有

す
る
岩
塊
な
る

が
､
東
西
及
南
北
櫛
排
よ
-
磯
逢
し
､
松
及
澗
尭
樹
其

上
に
茂
-
､
叉
頂
に
は

一
字
浅
草
観
音
あ
-
て
美
襲
む

溢

へ
痩
化
を
典
ふ
｡
TJ
れ
曝
1.11
弟

一
の
観
望
所
ほ
て
.

瀧
の
盆
証
､
瀧
上
下
の
峡
谷
､
其
他
四
速
の
秀
丑
む
眺

め
潜
熱
の
粟
を
葦
S
得
｡

ニ
'
観
望
節
｡
御
上
豊
川
は
女
瀧
の
来
北
方
に
皆

か

班
的
棟
相
通
に
附
ふ
高
所
に
あ
-,L
P
高
さ
よ
り
低

さ
に

向
以
正
面
女
瀧
の
盆
貌
'qk
.i
碑
に
傭
順
し
稗
る
絶

好
の

敢
通
用
を
-
｡
父
其
南
方
の
路
傍
に
も
同
様
の
観
望
朗

あ
ら
｡

D
t
二
組
瀧
附
近
の
脚
部

園
子
砦
｡
上
申
最
北
西
方
の
断
崖
榊
に
裸
出
す
､
上

下
二
岩
舶
載
在
-
囲
子
状
を
な
す
故
に
名
あ
-
0
両
岩

節
囲
披

克

畑

'九二

岡
に
焼
場
あ
-
､
摘
三
水
､

長
TTJ
三

二
ハ
米
､
夏
季
浦

風
徐
に
起
っ
て
衣
を
抑
以
'

四
速
の
順
下
に
適
す
｡

琴
菅
洞
窟
｡
前
者
の
西
方
男
瀧
壷
の
北
方
は
在
る
小

洞
稀
ほ
て
p
長
さ
五
･
四
米
'
幅
二
∴
ニ
米
.
高
さ
Iq
兼
'

其
塊
は
観
膏
の
石
像
を
安
置
す
｡

洞
窟
｡

11
タ
ゴ
淵
の
東
方
に
放
て
､
羊
腸
た
る
路
傍

に
約
以
洞
霜
あ
-
､
入
日

一
米
四
方
'
穴
の
長
さ
四
･立

米
､
高
さ

∵
七
光
､
克
亦
観
膏
の
石
像
む
安
覆
す
｡

三
､
下
段
峡
-
南
北
匿
峡

姉
二
乱
売
の
鵡
-
る
所
よ
-
二
組
同
橋
に
至
る
南
北

直
峡
む
指
栴
す
､
其
長
さ
二
八
九
米
は
逢
し
､
両
岸
断

昆
岨
立
所
謂
異
の
峡
谷
業
h
l見
る
｡

ィ
､
霧
ケ
瀬
O
初
は
互
岩
累
々
相
塞
な
ろ
う
流
水
其

間
に
小
瓶
計
作
-
奔
瀬
む
を
し
糖
搭
た
-
､
霧
四
時
把

へ
ざ

る
に
よ
-
て
此
名
あ
-
0

p
t
清
風
滞
｡
前
者
に
次
ぐ
育
縛
ほ
て
､
南
北
節
即

に
沿
以
長
-
其
方
向
に
形
成
せ
ら
れ
､
未
は
石
堰
を
設

-
､
滑
水
洋
々
探
P
,所
人
身
を
摸
し
紺
勇
藍
の
如
-
､

泳
i/
べ
-
屈
舟
を

浮
ぶ
べ
し
｡



T.
ー
二
級
品
橋
｡
前
者
の
･闇
少
許
は
新
は
吊
し柿
を
兜

設
し
っ
!
あ
-
､
二
級
橋
と
名
づ
-
､
長
r
u
四
四
兼
､

完
成
せ
ば
鉱

に
一
段
の
風
致
を
加

へ
又
探
勝
に
至
便
を

典

へ
A
O
此
桁
の
上
方
に
は
E
岩
の
横
は
る
も
の
あ
-

て
､
或
は
梅
に
徹
し
馬
石
と
栴
す
る
も
の
'
或
は
岩
上

飾
排
間
に
小
松
秀
で
岩
石
美
を
飾
る
も
の
あ
わ
｡

ニ
'
右
岸
の
貴
｡
霧
ケ
淵
の
右
岸
に
は
水
洗
に
宜
岩

精
は
-
青
松
秀
で
､
中
に
猿
ク
ヾ
リ
の
脊
岩
あ
-
て
潜

行
し
得
｡
少
し
摘
下
せ
ば
'
水
蓮
に
近
-
御
上
賢
所
あ

-
'
装
藩
公
常
で
附
近
の
風
発

む
上
灘
あ
ら
せ
ら
れ
L

に
因
み
名
づ
-
と

い
ふ
.
其
以
禍
練
樹
茂
-
幽
蓬
の
光

卦
h
l溢
ふ
｡

ホ
､
左
岸
の
貴
｡
左
岸
は
花
岡
岩
直
立
の
大
絶
壁
に

て
翠
松
之
に
繁
土
父
ふ
る
ほ
樫
楓
蜘
燭
等
を
以
て
し

一

段
の
修
飾
恕
加
ふ
｡
区
岩
は
所
々
相
聞
に
隠

見
し
鏡
面

に
似
る
も
の
､
鮎
川
を
表
は
す
も
の
､
崩
落
の
状
を
な

す
も
の
.
束
ね
岩
等
頗
る
諸
悪
数
量
す
｡

障
子
慮
｡
高
所
の
岩
昆
障
子
状
h
lな
す
に
ょ
-
名
づ

-
岩
根
面
の

一
奇
観
な
-
0

小牧'耕.;の
令
勝
二
紙
状
及
自
糸
批

釣
鐘
岩
rJ
れ
亦
高
所
に
春
-
､
水
準
節
理
あ
る
韮
ね

岩
の
上
部
に
大
鋸
状
岩
懸
る
故
に
名
あ
-
､
こ
れ
亦

一

奇
観
夜
-
0

傭
岩
｡
岩
塊
僻
は
似
た
-
､
故
に
名
あ
-
､
高

さ
六

米
｡ウ
ヾ
リ
岩
｡
-
ヾ
-
披
け
得
る
に
よ
-
名
づ
-
0

十
二
級
瀧
｡
聴
電
用
水
道
の
水
は
教
電
所
に
虹
づ
き

て
飲
水
を
二
期
に
放
落
す
､
rJ
の
水
各
々
瀧

を
作
ら
左

枠
に
落
下
す
O

.i
は
水
菜
少
な
き
79
､

一
は
大
に
し
て

人
工
的
大
鶴
布
む
な
し
十
二
段
む
な
す
に
よ
-
十
二
級

瀧
と
名
づ
-
､
湛
水
膨
桝
険
崖
に
懸
-
平
鉄
上
は
二
様

に
介
る
'
金
高
九
十
五
米
に
通
し
.
屡
々
互
岩
を
猛
撃

し
方
向
を
樽
じ
千
趣
苗
化
の
妙
む
極
め
室
霧
車
る
所
に

任
じ
､
渥
邸
侃
々
轟
々
段
々
奔
雷
の
轟
-
ほ
似
ね
ら
も

蓋
二
組
靴
と
勅
封
し
二
大
偉
観
を
な
す
｡

鹿
発
電
所
｡
断
崖
の
露
-
る
所
に
在

-
'
人
工
の

1

美
観
h=tJ具
す
｡

姉

一
聴
電
榊
｡
南
方
の
も
の
､
和
洋
折
衷
祉
先
輩
平

家
､

間
〓

一
六

米
飴
､

奥
行

.i
O
米
飴
､

軒
高
四
米

完

弧

..<
三



地

球

沸

ニ

ト
七

懲

散

じ坑
二
糖
電
所
｡
北
方
の
79
の
'
建
物
前
者
と
同
様
､

関
目
二
〇
米
､
奥
行
七
光
飴
､
軒
高
四
･五
米
｡

附
革
｡
明
治
大
帝
日
清
職
役
に
際
し
大
本
薯
を
焼
鳥

は
進
め
た
ま
ふ
､
駒
村
長
藤
tm
氏
天
機
奉
伺
に
参
向
､

‥
夕
芳
川
内
務
大
江
に
二
級
瀧
を
談
ず
､
水
竃
を
起
し

工
業
振
興
を
計
る
に
如
か
ず
と
で
､
抽
樺
発

一
氏
に
課

-
､
第

一
報
竃
桝
は
明
治
三
十
年
十
二
月
起
工
､
同
三

十
二
年
三
月
竣
工
O
其
設
備
二
百
五
十
｢
キ
ロ
ワ
ッ
ト
｣

三
毒
を
ら
し
が
､
大
正
七
牢
十
月
､
三
毒
の
内
二
萎
む

沸
内
紛

義山rt

.<
糾

撤
去
し
五
〇
〇
｢
キ
ロ
ワ
ッ
ト
｣
.1
量
を
設
散
す
｡
有
数

落
差
は
八

一
･
入
来
'
水
車
は
ベ
ル
ト
ン
種
に
属
す
O

第
二
磯
電
用
は
大
正
二
年
十
二
月
､
前
構
内
に
別
に
建

設
し
､
四
囲
C
X
V
A
発
電
機
二
義
を
据
付
-
O
有
効

落
差
前
者
は
同
じ
-
p
水
軍
は
フ
ラ
ン
ス
(
横
軸
)
種
に

屈
す
｡
敢
初
典
鹿
島
両
帝
に
送
電
L
t
漸
次
他
の
磯
電

所
の
新
設
と
在
伴
と
h
t組
'
鹿
島
電
気
株
式
骨

配
と
な

る
t
r
Jれ
ば
戯
磯
電
朗
は
其
艦
腹
を
な
す
も
の

な
ら
O

以
上
記
述
の
二
組
峡
は
名
勝
の
慣
倍
十
分
な
-
と
謂

ひ
｡
(未
完
)

火

h

学

説

史

五
､
十
九
世
紀
中
葉
以
来
の
火
山
欝

十
九
世
紀
の
中
頃
火
山
現
象
の
原
因
に
闘
し
て
全
-

新
し

い
思
想
進
展
が
明
る
み
に
出
さ
れ
た
｡
薯
際
'
督

(
六
)山

田

節

三

謬

時
の
多
-
の
地
質
撃
者
は
あ
つ
て
は
､
地
核
が
灼
熱
流

動
性
で
あ
る
と
云
ふ
見
解
が
引
き
頂

き
傑
持
さ
れ
､
そ

し
て
亦
､
ホ
プ
キ
ン
ス
(W
.H
o
pkin
s
I
P
h
ilo
s
op
hica
t


